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地形特性

下流部 1/700～1/1,500河床縦断図

【上流部】
多くの河川による扇状地が重なり、一部の
河川は伏流し水無川となっている

【中流部】
狭窄部が形成され、上流で
は洪水時に湛水しやすい

【下流部】
河岸段丘が発達
河床の勾配が緩く、低平地
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下流部
河岸段丘・低平地

高速道路

主要国道

東北新幹線

主要鉄道

基準地点

主要地点

凡　　　　例

流域界

県界

降雨特性

・流域内の年平均降水量は 1,521mm（全国平均約1,700mm）
・南東に開けている斜面で雷雨が発生しやすいため、特に上流部

は夏期の降水量が多い

那珂川

河口から56.0k地点

那珂川の諸元
流域面積：約3,270k㎡
想定氾濫区域面積：約142k㎡
幹川流路延長：約150kｍ
想定氾濫区域人口：約8万人
流域内人口：約91万人
流域内市町村：12市11町1村

那珂川

河口から13.0k地点

平 均 降 水 量

0

5 0

1 0 0

1 5 0

2 0 0

2 5 0

3 0 0

3 5 0

4 0 0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2

（ｍ
ｍ

）

水 戸

鳥 山

大 田 原

那 須

下流部

上流部

(月）

平均降水量（平成7年～平成16年の10ヵ年平均）

（出典：気象庁 気象統計情報HPを基に作成）

上流部 1/10～1/300 中流部 1/300～1/700

市街化が進み、住宅な
どが那珂川沿いの低地
に広がってきている

平成15年

那珂川

・下流の水戸・ひたちなか市
などの平野部に、人口や資産
の約６割が集積

・近年は那珂川沿川の低平地
が市街化

土地利用 水戸市街地付近の土地利用の変遷

川沿いには農地が広が
り、市街地は河岸段丘
上にとどまっている

那珂川

昭和41年

３７年後

農地23%

山地等
75%

宅地等
市街地

2%

流域の土地利用状況は約75％が山林で
農地は約23％を占める

流域の主な産業

アユ・サケ漁獲高（H15関東）
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那珂川 相模川 久慈川 利根川 多摩川 荒川
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アユ

サケ

順位 件名 頭数

1位 北海道 863,900
2位 栃木 58,300
3位 岩手 55,600

＜乳牛全国順位＞

（農林水産省HPより作成）

・上流部は酪農及び畜産（全国２位）が盛ん
・中下流では稲作の他レタス・白菜等の生鮮野菜が
生産の中心

・アユ・サケの漁獲高が関東地方の一級水系で第１位
・近年、自動車関連や医療･医薬関連などの大規模な

工場が立地

流域の概要 那珂川水系

上流部
扇状地・那須

野ヶ原

中流部
山地・狭窄部

　0 20km　0 20km　0 20km

・上流の那須ヶ原は、明治以降、
大規模な農地として開拓

基準点野口

狭窄部

河岸段丘・低平地

那須野ヶ原

・上流部では多くの河川による扇状地が重なり、中流部に狭窄部が形成されていることから、狭窄部上流に洪水が湛水しやすい
・下流部では河岸段丘が発達し、段丘上に水戸市等の市街地が形成
・全国有数のアユの漁獲高（関東地方の１級河川で第１位）

中流 狭窄部

下流 河岸段丘

特徴と課題 参考資料１－１
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平成３年８月洪水（台風１２号）
流 量：2,950m3/s（野口）
床下浸水：542戸
床上浸水：96戸

平成５年工事実施基本計画改訂
（計画規模を1/100に改訂）
基本高水のﾋﾟｰｸ流量：8,500m3/s
計画高水流量：6,600m3/s（野口）

平成１０年８月洪水
（台風４号、停滞前線）
流 量：5,930m3/s（野口）

※氾濫戻流量
床下浸水：400戸（茨城県）
床上浸水：411戸（茨城県）

平成１１年７月洪水（前線豪雨）
流 量：3,960m3/s（野口）
床下浸水：68戸
床上浸水：99戸

平成１４年７月洪水（台風６号）
流 量：3,750m3/s（野口）
床下浸水：26戸
床上浸水：16戸

昭和１３年６、７月洪水
最高水位7.55m（水戸市内）
5橋流出
被災人数17,000人超

昭和１６年改修計画
基本高水ﾋﾟｰｸ流量：5,200m3/s
計画高水流量：4,200m3/s（野口）

昭和１６年７月洪水
最高水位：8.23m（水戸市内）
浸水家屋：2,943戸（水戸）

昭和２２年９月洪水（ｶｽﾘｰﾝ台風）
流 量：7,620m3/s（野口）

※推定値
床下浸水：1,000戸
床上浸水：1,919戸

昭和２８年改修改訂計画
基本高水ﾋﾟｰｸ流量：6,200m3/s
計画高水流量：4,200m3/s（野口）

昭和３３年７月洪水（台風１０号）
流 量：3,570m3/s（野口）
被害状況不明

昭和３６年６月洪水（台風６号）
流 量：4,340m3/s（野口）

※氾濫戻流量
床下浸水：49戸（栃木県）
床上浸水：10戸（栃木県）
茨城県内の被害は不明

昭和４１年工事実施基本計画
基本高水ﾋﾟｰｸ流量：6,200m3/s
計画高水流量：4,200m3/s（野口）

昭和６１年８月洪水（台風１０号）
流 量：6,490m3/s（野口）

※氾濫戻流量
床下浸水：2,815戸
床上浸水：4,864戸

洪水と治水計画の変遷 那珂川水系

主な洪水と治水計画の変遷

平成１０年８月洪水

▲洪水時の水府橋周辺 （水戸市）

主な洪水被害

▲洪水時の余笹川（那須町）▲流出した余笹橋（国道４号）

①

③ ④

那珂川

荒川

②

水戸市

ひたちなか市昭和６１年８月洪水

・戦後最大の洪水被害
・水戸市水府橋観測所で戦後最高水位9.15m
を記録（計画高水位8.15ｍ）
・支川荒川合流付近では中流域の狭窄部の
影響により多くの地域が浸水

中流：狭窄部

万代橋万代橋

三の丸町三の丸町

水府町水府町

ＪＲ水郡線ＪＲ水郡線

水府橋水府橋
水戸ﾌﾟﾗｻﾞﾎﾃﾙ水戸ﾌﾟﾗｻﾞﾎﾃﾙ

昭和61年洪水 時

万代橋万代橋

水府橋水府橋

昭和61年洪水 時

万代橋万代橋

水府橋水府橋

昭和61年洪水 時
①

那須烏山市

20.0k

10.0k

0.0k

60.0k

70.0k

万
代
橋

水
府
橋

荒川

那珂川

野
口

①

②

③
④

・那須地区を中心とした上流部に降雨が集中
・宇都宮地方気象台が「４０００年に１回の確率の雨量」と発表
・那須町 (大沢観測所)の時間雨量は103㎜、降りはじめからの総雨量は
1,091㎜（年間雨量の約4分の3）を記録
・水戸市（水府橋観測所）では、28日に最高水位8.43m、30日には8.20m
となり、計画高水位8.15mを２度も上回った。
・余笹川・黒川流域では死者４名、行方不明者２名、国道橋が流される
激甚な被害が発生

S61.8洪水、H10.8洪水の主な被害地点

２
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現計画降雨量　300mm/2日

工事実施基本計画改定 H5

確率1/100 降雨量300mm/2日

既定計画策定後の水理・水文データを踏まえ、既定計画の基本高水のピーク流量について検証

既定計画の検証 那珂川水系

平成５年工事実施基本計画の概要

年最大流量等の経年変化

過去の様々な降雨流出パターンを想定し、ピーク流量を算定。流量の算定

基準地点野口の流域平均２日雨量は300mm／2日。確率降雨量

1,900㎥／ｓ6,600㎥／ｓ8,500㎥／ｓ1/100野 口那珂川

調節流量計画高水流量基本高水ピーク流量計画規模基準地点河川名

［基本高水のピーク流量と洪水調節施設配分］

既定計画策定後に計画を変更するような大きな洪水は発生していない。

野口地点年最大２日雨量

野口地点年最大流量

既往洪水による検証

洪水時に流域が湿潤状態にあった昭和40年9月洪水
と同様の流域の状態を想定し、観測史上最大の昭和
61年8月実績洪水(基準地点野口6,490㎥/s：戻し流量)
の降雨パターンにより流出解析を実施した結果、
野口地点で8,500 ㎥／ｓと推定。

検証の結果、基準地点野口にお
ける既定計画の基本高水ピーク
流量は妥当

工事実施基本計画流量配分図

基準地点

基本高水のピーク流量8,500㎥／ｓ

100 1000 10000

流量（m3/s）

Ｆ（%）

指数分布

平方根指数型最大値分布

一般化極値分布

対数ピアソンⅢ型分布（実数空間法）

対数ピアソンⅢ型分布（対数空間法）

岩井法

石原・高瀬法

対数正規分布３母数クォンタイル法

対数正規分布２母数（SladeⅠ、Ｌ積率法）

対数正規分布２母数（SladeⅠ、積率法）
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那珂川水系那珂川
野口地点年最大流量

流量確率による検証

蓄積された流量データ（S24～H15の55ヶ年間）を確率
統計処理し検証。野口地点における1/100確率規模の流
量は6,100㎥／ｓ～8,900㎥／ｓと推定。
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工事実施基本計画改定 H5

※S22は推定値
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左岸 現況堤防高
右岸 現況堤防高
ＨＷＬ
平均河床高
計算水位（現況河道）

0.05.010.015.020.025.030.035.040.045.050.055.060.065.070.075.080.085.0

距離標（km）

基準地点：野
口
計画高水流量：6,600m3/s
現況流下能力：約6,600m3/s

堤防新設（無堤区間）

輪中堤
宅地嵩上げ等

河積の確保（河道掘削）

堤防新設
(無堤区間)

堤防拡築（高さ不足区間）

水戸市、ひたちなか市 市街地狭窄部

栃木県 茨城県

治水対策① 那珂川水系

桂大

那珂川 河道整備

那珂川 水位縦断図 (現況河道（H14年度測量）、計画高水流量時)

(T.P.m）

【堤防整備】
昭和６１年８月洪水による被害を
受けて、無堤区間であった河口か
ら約25kmの区間を都市計画決定
これまでに堤防全体の約４割が
完成
【洪水調節施設】
中流部で2箇所の遊水地を事業中

【横断工作物改築】
下流区間で河積阻害となって
いた橋梁の改築を実施中

これまでの治水対策

【堤防整備】

勾配も緩く、水害が繰り返し発生し
ている下流部で、都市計画区間を
はじめとした堤防の整備
【河積確保】
河道の維持等を考慮した河道掘削

【中流狭窄部の対策】

地域特性を考慮した、輪中堤や宅
地嵩上げ等の治水対策の実施
【洪水調節施設】

狭窄部上流など、主に中流域に
お いて、地形や氾濫状況及び上下

流バランスに配慮しながら遊水地群
を整備

課題と今後の対策

標高

計画高水流量に対して
流下能力不足

計画高水流量に対して
流下能力不足

計画高水流量に対して流下能力不足

４



野
口

約25km
昭和63年1月決定区間（約15.5km） 平成2年8月決定区間（約9.5km）

今後の治水対策

治水対策② 那珂川水系

■堤防未施工箇所
■堤防整備済箇所都市計画決定範囲平面図

■堤防未施工箇所

那珂川

那須烏山市

那珂川町

・無堤部や高さ不足の堤防

・計画高水流量に対して流下能力不足

輪中提や宅地嵩上げ
等による治水対策

那珂川

狭窄部での流下能力不足

都市計画区域の築堤

■堤防未施工箇所

水戸市街地

那珂川

・河積不足や無堤部

・計画高水流量に対して流下能力不足

水戸市

河口

那珂川

事業中の大場遊水地

遊水地

堤防新設、拡築
遊水地（事業中）

河積確保
（河道掘削）
堤防新設

上流部

中流部

下流部

横 断 図 （ ７ ． ５ ０ ｋ ｍ ）

堤 防防 護 の た め に 必 要

な高 水 敷 幅 確 保

7 .5 0

（ ｍ ）

（T .P.m）
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H：1 / 5 0 0

基本方針断面

洪水調節施設の整備

狭窄部上流など、主に中流部において、
地形や氾濫状況及び上下流バランス
に配慮しながら遊水地群を整備

昭和61.8洪水

ひたちなか市

市街化の拡大が心配される区域の区間については、都市計画決定し、事業を実施
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工業用水
1.8m3/s

(2%)

雑用水
1.0m3/s

(1%)

水道用水
4.2m3/s

(5%)
農業用水
78.9m3/s

(92%)

水利用 那珂川水系

■水利用の現状

・上流部の那須野ヶ原の他、流域全体に
わたり、農業用水の利用が多い。

・下流部では、水道用水の水源をほぼ
全量那珂川に依存する水戸市や約８割を
依存するひたちなか市等、都市用水の
利用が多い。

■既往の渇水被害

・那珂川は、２～３年に１回程度渇水が発生。
・渇水時には、下流部の感潮区域において塩水遡上が河口から十数ｋｍまで及び、水道、工業、

農業用水等に取水障害が発生。

4/27～5/9 (13日間)

4/28～5/10 (13日間)

4/28～5/17 (20日間)

4/23～5/11 (19日間)

5/1～5/26 (26日間)

取水制限期間
その他の状況

渇水制限の状況

大杉山揚水機場 取水停止 期間不明

勝田市(現:ひたちなか市)上水15%の減圧給水 8/9～8/10

大杉山揚水機場 振替取水(渡里揚水機場) 5/2～5/14
勝田市(現:ひたちなか市)上水 振替取水（県中央広域水道） 4/22～5/14

大杉山揚水機場 振替取水（渡里揚水機場） 5/3～5/5

大杉山揚水機場 振替取水（渡里揚水機場） 8/13～24

大杉山揚水機場 振替取水（渡里揚水機場） 4/27～5/3

大杉山揚水機場 潮見運転 4/16～23
大杉山揚水機場 振替取水（渡里揚水機場） 4/24～5/8
那珂町(現:那珂市)水道、那珂川工業用水 振替取水（県中央広域水道）
4/27～5/9

大杉山揚水機場 潮見運転 4/17～25
大杉山揚水機場 振替取水（渡里揚水機場） 4/26～5/14

農水15％、工水10%4～5H13

4～5H9

8

農水15%、都市用水10%4～5
H8

農水15%、都市用水10%4～5H6

農水30%、都市用水20%4～5H5

8H2

農水30%、都市用水20%4～5S62

最大取水制限率

期間
（月）

年度

※潮見運転 ： 潮汐による塩分濃度の変化に合わせ、塩分濃度の低い干潮時に取水し、高い満潮時には取水を停止すること。

※振替取水 ： 塩分遡上による取水不能時に、上流の他施設から取水した水を利用すること。

H17.3.31現在他に発電用水530.2m3/sがある

■渇水被害軽減対策

上流部の那須野ヶ原は、扇状地のた
め地下水が深く、かつては川沿いの
一部の地域のみで耕作が行われてい
たが、明治時代に那珂川から取水す
る那須疎水が整備され、今日では広
大な農地が広がり、多くの農業用水が
利用されている。

那珂川町

大田原市

箒
川→ 那

珂
川
→

栃木県
那 須 野 ヶ 原

流量減少時における那珂川下流部の塩水遡上に伴う取水障害の軽減対策として、
那珂川下流部と他流域の霞ヶ浦、利根川を連結する流況調整河川 の霞ヶ浦導水路を

整備。
霞ヶ浦導水路の整備により、広域的な水融通を行い、余剰水の活用による効率的な

水運用を実施。

箒川→

那
珂
川
→

那珂川町

大田原市

那
須

疎
水

本
幹

那須疏水
の水路

■霞ヶ浦導水事業
〈事業目的〉

◇水質浄化

霞ヶ浦、桜川等の水質浄化を図るため、那珂川下流部から霞ヶ浦及び桜川にそれぞれ最大１５m3/s、
３m3/sを導水するとともに、利根川下流部から霞ヶ浦へ最大２５m3/sを導水する。
◇流水の正常な機能の維持

那珂川下流部及び利根川下流部における流水の正常な機能の維持と増進
◇新規都市用水開発

新規都市用水として、那珂川の下国井下流において最大４．２m3/s、霞ヶ浦において最大５．０m3/sの
取水を可能とする。

導水路

野口地点

▲

下国井地点 ▲

小場江頭首工

大杉山
揚水機場（農業用水）

桜
川

塩分遡上区間

県中央広域水道
那珂川工業用水
那珂市水道

那
珂
川 那珂市

水戸市
太
平
洋

ひたちなか市渡里揚水機場
（農業用水）

霞
ヶ

浦
導

水
路

霞ヶ浦・利根川

凡 例

上水取水障害影響範囲

工水取水障害影響範囲

農水取水障害影響範囲

Ｌ＝約2.6km(H8.3完)

Ｌ＝約42.9km(約9.2km完)

那珂川

利根川

霞ヶ浦

事業着手：昭和５９年度
完成予定：平成２２年度
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那
珂
川

那
珂

川

箒
川

余
笹
川

荒川

武
茂
川

緒
川

逆川

藤井川

桜川

涸沼川
涸沼

那須塩原市

那須町

大田原市
塩谷町

矢板市

さくら市 那珂川町

市貝町

常陸大宮市

城里町

笠間市
水戸市

ひたちなか市

友部町

岩間町
茨城町 大洗町

▲三本槍岳
▲朝日岳

▲茶臼岳
▲南月山

那

須

岳

日留賀岳
▲

▲前黒山

高原山
▲

八溝山
▲

▲黒尾谷岳

千波湖

茨城県

栃木県

東
北

自
動

車
道

東
北

新
幹

線

常
磐

自
動

車
道

新那珂橋◆

◆野口

◆下国井

◆勝田橋◆
搦手橋

那須烏山市

茂木町

那珂市

鉾田市

福島県

那須野ヶ原

河川環境 那珂川水系

自然環境

○扇状地が形成されている那須野ヶ原には多くの湧水が見られ、小川
や支川には、清流に生息する天然記念物のミヤコタナゴ等が生息

○連続した瀬と淵は、我国有数のアユ・サケ等の産卵・生息の場 ○礫
河原は、カワラバッタやイカルチドリ等の生息・生育の場

湧水池から流れ出る小川（大田原市）

○支川涸沼川に広がる汽水域のヨシ群落は、絶滅の恐れのあるヒヌマイ
トトンボの生息の場

○首都圏近郊の良好な自然環境を背景に、釣りやカヌー、キャンプ、観光
等多くの人々が訪れている

水質

○水質は、環境基準を満たしており、良好な清流
環境が維持されている

アユの主要な産卵床
範囲（聞取調査）

湧水による清流環境

○水戸市等の都市部住民の憩いの
場、散策、スポーツの場等、多様
に利用されている

アユの漁獲量は関東一 秋
はサケが遡上

穏やかな流れのため、初心
者、ファミリーも利用

河川利用

産卵・生息場所に影響
を与えないように掘削

【課題】ミヤコタナゴの外敵となるブラックバス・ブルーギル・コイ等の放流

・ミヤコタナゴ等が生息する清流環境の保全に努める
・ミヤコタナゴの生息地保護区として指定し、監視・産卵母貝の育成等の

保護活動を実施（環境省・栃木県・大田原市）

ミヤコタナゴ生息地保護区の注意看
板（大田原市）

・改修で掘削が必要な場合は、アユ等の産卵・ 生息場所となる瀬・淵等
の保全が図られるような掘削を行う

【課題】近年、ヒヌマイトトンボの生息するヨシ群落が減少傾向

・ヨシ群落に堆積した泥の掘削等によりヒヌマイトトンボに適した
生息環境の保全・再生に努める

川の流れを一ヶ所に集中させ、流
れの速さに負けた魚を「やな」でと
らえる伝統的漁法

【課題】那珂川の恵みを活かした、自然とのふれあいや環境学習の場等の
要望が高い

【課題】下流部の水戸市等市街を流れる支川桜川、
千波湖等は都市化の進展等とともに
水質が悪化

・流域と一体となって下水道整備や那珂川から
の浄化用水導水のための霞ヶ浦導水路の整備
等を実施中

汽水域のヨシ群落

国立公園

県立自然公園

水質観測基準点

国立公園

県立自然公園

水質観測基準点◆

国立公園

県立自然公園

水質観測基準点

国立公園

県立自然公園

水質観測基準点◆

県立水族館等観光レクリエーション
拠点整備と連携した散策路

桜 川 （ 搦 手 橋 ） の 水 質 経 年 変 化 (Ｂ Ｏ Ｄ 7 5 ％ 値 ）

0 .0
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桜 川 ・搦 手 橋

環 境 基 準 Ｃ 類 型

アユ等の産卵・生息場所

平水位

那 珂 川 本 川 の 水 質 経 年 変 化 （ Ｂ Ｏ Ｄ ７ ５ ％ 値 ）
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新 那 珂 橋

野 口

下 国 井

勝 田 橋

環 境 基 準 Ａ 類 型

下流部

支川

本川上流部

中流部

下流部

上・中流部

※ ヒヌマイトトンボ命名の地

･穏やかな流れを利用したカヌー、水遊び等の川遊びの場及び清流の水質調査、遡上
するアユ・サケ等の生態調査等が行える環境学習の場等の整備・充実を図る

カヌー（城里町）
観光用「やな」
（茂木町）

散策路（大洗町）

・市街地や観光拠点等と連続した散
策路の整備及び誰もが安心して
親しめる河川空間の整備を推進
する

連続した瀬・淵（茂木町） アユ等の産卵・生息場所

出水等により堆積
した土砂の掘削

現況地盤

干潮時
満潮時

涸沼

涸沼川（大洗町）
（干潮時に水が溜まる）

ヒヌマイトトンボの生息地の再生

掘削面
アユ釣り（那須烏山市）
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大杉山野口

川堀観測所下

大瀬橋下流

下国井
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1020304050607080
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［
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/
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流水の正常な機能を維持するため必要な流量の設定 那珂川水系

基準地点は、以下の点を勘案し、「野口」とした。
・那珂川の流況を代表し、流量の管理・監視が行いやすい地点
・流量把握が可能で、過去の水文資料が備わっている地点

■正常流量の設定 (かんがい期5月11日～15日)

■維持流量の検討

■基準地点 野口地点： 3月25日～9月30日 概ね３１m3/s

下流の塩害の防止の必
要流量

＝ 維持流量(15.0m3/s)正常流量(30.2m3/s) 水利権量(16.0m3/s)＋
野口地点～大杉山地点間の水
利権量

流入・還元量(0.8m3/s)－
野口地点～大杉山地点までの支川流入
量と農業用水の還元量

③下国井 19.8ｋ 【流水の清潔の保持 必要流量 3.8m3/s】
将来の渇水時流出負荷量を推定し、水質環境基準の2倍値を満
足するため必要な渇水時の流量を算出
流出負荷量:1313kg/日 基準値:4mg/L(2mg/L×2)

②大瀬橋 53.0ｋ 【景観 必要流量 12.3m3/s】
・流量規模（3ケース）の異なるフォトモンタージュを作成
・アンケートを実施し、50%の人が許容できる流量を景観の必
要流量として設定

大瀬橋下流（流量小） 大瀬橋下流（流量中）

①川堀観測所下 57.0ｋ 【動
植物の生息地・生育地及び漁業
必要流量 22.8m3/s】

ウグイ、ニゴイ、アユの産卵、サケの
移動・産卵に必要な水深30(cm)を確

保するために必要な流量

河口閉塞は特に生じていないため該当しない。

上水の取水施設に塩害が生じない流量。

主な舟運は感潮部に限られるため該当しない。

既往の渇水時に地下水障害の事例はない。⑧地下水位の維持

特に保護が必要な施設は無い。⑦河川管理施設の保護

⑥河口閉塞の防止

⑤塩害の防止

④舟運

「那珂川・久慈川流域別下水道整備総合計画(H17.1,茨城県)」、
「那珂川流域別下水道総合計画(H11.3,栃木県)」における将来流達
負荷量を基に、渇水時の流出負荷量を算定し、BODを水質環境基準
の2倍以内にするために必要な流量。

③流水の清潔の保持

流量規模の異なる3段階のフォトモンタージュによるアンケートを実施し、
50%の人が許容できる流量を景観の必要流量として設定。

②景観

ウグイ、ニゴイ、アユ、サケの産卵・移動のために必要な水深30cmを満た
すための必要流量。

①動植物の生息地又は
生育地の状況及び漁業

野口地点

決定根拠
検討項目

動 植 物

塩 害 の 防 止

景 　観

基 準 点

凡 　　例

流 水 の 清 潔

基準地点

霞ヶ浦導水

57.0k測線
水深30cm時水位

(ｱﾕ,ｳｸﾞｲ,ﾆｺﾞｲ,ｻｹの産卵)
流速60cm/s時水位 (ｱﾕ産卵)

57.0k地点

18.8

19.3

19.8

20.3

20.8

-30 20 70 120 170 220

地
盤

高
（
m

）

【正常流量の設定】野口地点の正常流量は、下流における必要流量から算出している。

距離（ｍ）

0102030405060
必要流量(動植物の保護、漁業) 必要流量(流水の清潔保持) 必要流量(景観)

必要流量(塩害の防止) 維持流量 正常流量 かんがい期

基準地点流量 かんがい期
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水
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農
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那
珂
市
水
道野口

30.2m3/s①

②
③

⑤

藤
井
川

維持流量最大値

⑤大杉山 12.0ｋ 【塩害の防止
必要流量 15m3/s】
上水取水施設（那珂市水道）の過
去の塩水遡上状況と、取水の最
下流大杉山流量の関係から、塩
害の防止に必要な流量を算出

茂
木
町

水
道
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砂利採取による影響を除けば、河床変動量は小さく、土砂動態は概ね安定

総合的な土砂管理 那珂川水系

河口部の平面形状の経年変化

砂州の堆積や河道の閉塞は発生して
いない。

0.
0

1
.
0

昭和56年

平成15年

下流部の横断形状の経年変化

昭和59年度以降の河床変動量は小さく、浸食または
堆積の顕著な傾向は見られず、横断形状はほぼ安定
している。

河床高の経年変化

昭和44年から昭和59
年にかけて河床高が
大きく低下。

昭和59年以降は局所
的な変動は見られる
が、全体的には河床
変動は±1.0m程度で
あり、浸食または堆
積の顕著な傾向はみ
られず、概ね安定傾
向である。
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・河床高が昭和59年にかけて大きく低下した原因は、砂利採取と

考えられる。
・昭和50年代の半ば以降は概ね横ばい傾向で、砂利採取による

影響を除けば、河床変動量は小さく、河床は概ね安定傾向。

河床変動量の経年変化図

砂利採取量の経年変化図

河床の変動土量及び砂利採取量の経年変化
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1km当りの河道内土量の経年変化（S44年度断面基準）
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